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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　　旨

　対馬における照葉樹林±壌の埋土種子相および発芽経過を把握するため，1999年6月 ～2000年10月 ，1999

年10月 ～2001年4月 まで，それぞれ約1年 半にわたり，実生発芽法による調査を行った．調査の結果，ピサ

カキ，クサマオ，ツルコウゾなど35科60種 の種子植物の発芽を確認した．また，埋土胞子由来 と推定される

ホラシノブ，ヒメワラビなど4科11種 のシダ植物の発芽を確認 した．

　埋土種子からの発芽は，まき出し後，1～2週 間目か ら始まり，1～2ヶ 月後 に最も発芽確認個体数が多かっ

た．その後，発芽数は急減し，冬期にはほとんど見 られなかったが，翌春になると， ピサカキ，タラノキな

どの発芽が，わずかではあるが調査終了時まで続いた．
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　　　　　　　　　　 は じめ に

　近年，植生復元の材料 として，あるいは生物多様性の

保全 という観点から，埋土種子の重要性が注 目され，二

次林や草原，湿原など様々な植生タイプで，応用的な研

究も含めて，多くの研究が進められるようになってきた．

しかし，自然性の高い照葉樹林においては，Naka　 and

Yoda（1984）の奈良県春日山，中越（1981，1985）の再度山

大竜寺の研究例のほかはほとんどなく，埋土種子が照葉

樹林の種多様性維持に果たす役割も十分に明らかにされ

ていない．

　そ こで，著者 らは，長崎県対馬における各種照葉樹林

の埋土種子相を把握するため，森林土壌を採取 して，埋

土種子の発芽状況を実生発芽法により調査した．

　本資料は，その調査結果をとりまとめたものであ り，

照葉樹林の土壌が種多様性維持に果たす役割や，土壌の

応用的可能性についての基礎資料 として，重要であると

考えられる．

　　　　　　　　　　調査 方 法

1． 調査試料の採取方法

調査試料は長崎県対馬において5地 点で採取 した（表

1，図1）．採取時期は，当年生の種子の混入ができるだ

　　　　 図1　 調査試料採取地点

図中の番号は，表1の 調査地番号と対応する．
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け少なくなるように，多 くの植物が結実し，種子 を散布

すると考え られる晩秋を避けて，6月 および9月 とした．

　試料の採取方法は中越・鈴木（1977），Nakagoshi（1984），

中越（1981，1985）を参考 とし，面積20×20cm， 深さ5cm

の土壌を，1地 点あたり10試料，合計50試 料 を採取 した．

1地 点あた りの土壌採取面積は0．4、zm，容積は0．02　m（20

のである．採取にあたっては，リター層をていねいに取

り除き，土壌の部分を採取するように留意した．

2． まき出 し試験

　埋土種子相を把握するために，実生発芽法によるまき

出し試験を行った．調査期間は表1に 示す とお りである．

　採取した土壌をふるいにかけ，植物の根茎，枯れ枝，

礫などを除去 し，まき出し用土壌を精製した．そして，

育苗箱（縦×横×深さ：25×32×7cm（ 調査地1～2） ，縦

×横 ×深さ：33×47×9cm（ 調査地3～5） ）に，発芽床と

してバーミキュライ トを約4cmの 深さで敷き詰めた．そ

の上に精製した土壌を，埋土種子が発芽しやすいように

1～2cm程 度の厚さでまき出した．育苗箱は兵庫県立人

と自然の博物館 ジーンファーム内のガ ラス室に並べ，夏

期は1日2回 （朝 ・夕），秋期～春期は1日1回 灌水 した．

　まき出し後，発芽の盛んな3～6ヶ 月間は週1回 ，新

規の発芽数が少なくなるそれ以降は2週 間に1回 程度，

発芽 した植物およびその個体数を調査 した．発芽した個

体はある程度生長し，同定が可能 となった段階で種名を

判定 し，確認個体数とともに調査票へ記録した．また，

記録の終わった実生は抜き取って除去 した．実生の段階

で同定の困難なものについては，他の個体の発芽を抑制

しないようにするため，植木鉢に植え替え，同定可能と

なるまで生長させて同定 した．

　ガラス室は， 日中窓を開け，風通 しを良くして発芽が

進むように管理 した． この結果，風散布型の種子が育苗

箱に飛来する可能性が生じた．そのため，コン トロール

として，ガラス室内にバーミキュライ トのみ敷き詰めた

育苗箱を3個 設置し，外部からの風散布 によって出現し

た植物を記録 した．それ らの種については，外部から侵

入 したものと判断し，試験を行っている育苗箱で確認さ

れた種でも調査記録か らは除外した．

　　　　　　　　　　 調 査 結 果

　調 査 の結 果， 同定不 能 種 や属 まで の 同定 しか で きな

か った種 を除 き， 全地点で35科60種 の種 子植物 を確 認 し

た（表2） ．発 芽個体数 の多か った種子植物 は，ピサカキ，

クサマ オ，ツル コウゾな どであ った．確 認時期別 に整理

した ところ， いず れの地点 も まき 出 し2ヶ 月 目の確 認個

体数が最 も多か った．そ の後 発芽数 は急 減 し，冬 季は ほ

とん ど発 芽はみ られなか ったが，春 になる とピサ カキ，

タ ラノキな ど再 び発 芽す る種 を確認 した．

　 また，今 回の試験結果 では，種子植物 だけで な く，4科

11種 の シダ植物 も確 認 した．発 芽個体 数の多か った シダ

植物 は， カニ クサ ，ホ ラシ ノブ， ヒメワ ラビな ど， 林縁

部で よ くみ られ る種 であ った． これ らは， コン トロール

に出現 して いな かった ことか ら，埋土胞 子 由来 の可能性

が考 え られた．

　各地点 の月別確 認状況 を巻 末 に添付 した（付表1） ．
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表1　 調査試料採取地点の概要およびまき出し調査期間



表2　 出現 種 一・覧



表2　 出現種一覧

中越信和 （1985）再 度山の森林群落における埋土種子集団の研究

　　II，再度山永久植生保存地調査報告書 第3同 ，117－140．神戸

　　市土木局公園緑地部，神戸市．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　 付表1　 月別埋±種子確認状況

同定が可能になり，抜き取った時点の日時を記録している．したがって，発芽時期とずれが生じている場合がある．

1：竜良山原生林

2： 松無山原生林



　　　　　　　　　　　　　　　　　　 付表1　 月別埋土種子確認状況　　　　　　　　　　　　　　　　　 つづ き

同定が可能になり，抜き取った時点の日時を記録している．したがって，発芽時期とずれが生じている場合がある．

3：松無山原生林

4： 内山二次林



　　　　　　　　　　　　　　　　　　 付表1　 月別埋±種子確認状況　　　　　　　　　　　　　　　　　つづ き

同定が可能になり，抜き取った時点の日時を記録している．したがって，発芽時期とずれが生じている場合がある．

5： 豆酸天神神社 自然林


